
 

 

 

１．科目名（単位数） 経済学（国際経済を含む） （2単位） 

３．科目番号 GELA2318 

２．授業担当教員 李 青雅 

４．授業形態 講義、学生による発表 ５．開講学期 春期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
 

７．講義概要 

本科目は、経済が動く仕組みがよく理解できるように、必要とされる経済学（国際経済を含む）の基礎知

識を体系的に得ることを目的のひとつとする。 

さらに、そうした基礎知識を「生きた知識」として活用させ、世界や日本国内で起こっている各種の経済

問題やそこで活躍する企業や政府などについて理解することによって、分析するツールとして利用できるよ

うになることが最終的な目的となる。 

８．学習目標 

1. 経済現象の背後に貫徹する法則を説明できるようになる。 

2. 財政金融関係の基礎知識について学び、説明できるようになる。 

3. 国際経済・日本経済の歴史について、自らの意見をレポートにまとめ発表することができるようになる。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポー

ト課題 

課題（まとめ）を授業内で指示する。 

10．教科書・参考書・

教材 

教科書：古沢泰治・塩路悦朗(2018)『ベーシック経済学－次につながる基礎固め(新版)』有斐閣アルマ。 

参考書： 

金井雄一・中西聡・福澤直樹(2020)『世界経済の歴史(第 2版) グローバル経済史入門』名古屋大学出版会。 

伊藤元重(2015)『入門経済学（第 4版）』日本評論社。 

11．成績評価の規準と

評定の方法 

○成績評価の規準 

・経済現象や財政金融関係の基礎知識、企業経済・労働経済について学び、説明できるようになる。 

・世界経済や日本経済の歴史や現状について、自らの考えをレポート等にまとめ発表できるようになる。 

○評定の方法 

授業態度および積極的参加度（授業への取り組み・発言）等   20% 

小テスト・発表  30％ 

期末試験・レポート  50％ 

12．受講生への 

メッセージ 

経済は常に動いています。受講者は、日ごろから経済関係の新聞記事や雑誌に目を通し、関心のある経済ニュ

ースなどについて、その意味を自分でよく考えておいてください。ただ話を聞くだけでなく、自ら問いかける

姿勢が必要となります。受講生の高い問題意識と、積極的な参加を期待しています。 

13．オフィスアワー 別途通知する 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 イントロダクション 経済学とは（序章） 
事前学習 教科書序章を読んでくる。 

事後学習 何のために経済学を学ぶのかを考えておく 

第２回 世界経済の歴史 
事前学習 配布資料を読んでくる。 

事後学習 授業で学んだ内容をまとめる。 

第３回 第９章 GDPとは 
事前学習 教科書第 9章を読んでくる。 

事後学習 授業で学んだ内容をまとめる。 

第４回 第 10章 GDPに関連した概念 
事前学習 教科書第 10章を読んでくる。 

事後学習 授業で学んだ内容をまとめる。 

第５回 第 11章 長期モデル１ 
事前学習 教科書第 11章を読んでくる。 

事後学習 授業で学んだ内容をまとめる。 

第６回 第 12章 長期モデル２ 
事前学習 教科書第 12章を読んでくる。 

事後学習 授業で学んだ内容をまとめる。 

第７回 第 13章 マクロ経済の短期モデル 
事前学習 教科書第 13章を読んでくる。 

事後学習 授業で学んだ内容をまとめる。 

第８回 中間まとめ：マクロ経済学 
事前学習 これまでの内容を振り返ってみる。 

事後学習 授業で学んだ内容をまとめる。 

第９回 第 1章 需要と供給 
事前学習 配布資料を読んでくる。 

事後学習 教科書第 1章を読んでくる。 

第１０回 第 2章 市場均衡 
事前学習 授業で学んだ内容をまとめる。 

事後学習 教科書第 2章を読んでくる。 

第１１回 第 3章 市場の効率性と政府介入 
事前学習 授業で学んだ内容をまとめる。 

事後学習 教科書第 3章を読んでくる。 

第１２回 第４章 市場の失敗と政府の役割 
事前学習 教科書第 4章を読んでくる。 

事後学習 授業で学んだ内容をまとめる。 

第１３回 第 5章 企業行動と財の供給 
事前学習 教科書第 5章を読んでくる。 

事後学習 授業で学んだ内容をまとめる。 

第１４回 第 6章 消費者行動と財の需要 
事前学習 教科書第 6章を読んでくる。 

事後学習 授業で学んだ内容をまとめる。 

第１５回 最終まとめ 
事前学習 これまでの内容を振り返ってみる。 

事後学習 授業で学んだ内容をまとめる。 


